東アジア政経アカデミー　公開講演会
前板橋区長　石塚輝雄氏講演録（要約）
「私の体験と国際交流」
日　時　2013年4月20日（土）16：00～17：00

場　所　大東文化会館301号室
◆はじめに
今日は国際交流について私が経験したことをお話ししたいと思います。
板橋区が国際交流を始めたのは1981年です。その前の1979年に私の前任者栗原敬三さんが区長に当選してから、区立美術館ができ、区立美術館がイタリア・ボローニャ国際絵本原画展を開催しました。それが国際交流の始まりです。それから国際交流の仕事が活発に行われるようになりました。今日は板橋区の幹部職員が来ており、区議会議長も見えていますので、うそ偽りのない事実を話したいと思います。
　◆国際交流のキーワードは‘まごころ’
国際交流は言葉が通じないことが多いので、心で仕事をしなければいけないと思いました。心も普通の心ではなく、‘真心’で国際交流の仕事をするということです。‘まごころ’は‘赤心’とも書きます。当時、国際化という言葉が大変流行っていました。公務の中に盛り込まなければならなかったのです。国際化と、少子高齢化、情報化の三つが自治体における仕事の重要課題でありました。そのために、どうしても国際化の対応をしなければならなかったのです。国際化に熱心な栗原区長の下で助役をしていましたので、多くのことを学びました。栗原さんは仕事の上では鬼のような人でした。優しい方なのですが、仕事の面では厳しい方でした。私は一度も反抗することなく、誠実に仕事をやりました。反抗することはありませんでした。‘赤心’を持って仕事をするということです。情熱をもって、誠意をもって仕事をすることが非常に大切なことであると思っております。
　
　◆板橋区の国際交流
板橋区の国際交流でありますが、板橋区の役割と、板橋区文化・国際交流財団の役割とがあります。法定事務と法定以外の事務があると思いますが、ひらたくいえば、法的なもの、法に従ってやるものは区がやり、法外のものは財団がやるということになります。国際交流の協定とか行動の方針決定などは区がやります。それに基づいた具体的な仕事は財団がやるという具合です。例えば、外国人の公営住宅入居問題などは区の仕事になります。区がやる仕事のうち補助的な仕事を財団がやる場合もあります。
現在板橋区には106か国から約17300人が登録しています。最近は減少傾向にありますが、そのうち56%は中国籍で約9700人です。次に多いのは韓国・朝鮮籍で約3500人です。その次にフィリピン、アメリカという順になっています。
東京23区には約33万9000人が登録していますが、中国籍が4割超です。東京23区のうち外国人が一番多く登録しているのは新宿区です。1割の3万3600人が新宿区に登録しています。なぜかというと、新大久保に店が沢山できて、外国の商品を売っていますので、それとの関連だと思います。板橋区は23区のなかでは登録外国人が7番目に多い区です。
板橋区の場合は東上線沿線が多いようです。どちらかというと家賃が安いのが理由のようです。一人で部屋を借りるよりは数人で共同生活しているケースが多いようです。
このような環境の変化によって国際化は自然の流れのように行われるようになりました。言葉の問題などから、日本語を教える必要もあり、財団の方でお手伝いしているところです。外国人にとっては異国において生活するためには不安が多いと思います。彼らの不安をなくし安心して暮らせるようにすることが行政の仕事であると考えております。仕事のうち約8割は区の仕事であり、約2割は財団の仕事になります。一緒に合同で連携してやることもありますが、分類しますとそのような割合になると思います。
フルブライトという言葉を聞いたことがあると思いますが、フルブライトはアメリカの上院議員の名前です。ペンシルバニア州のアーカンソー大学学長を務めた方で、世界諸国との学生・教授交換を規定したフルブライト法の提案者として世界に知られています。なぜこのような話をするかというと、フルブライト計画によってアメリカの先生方が約40人板橋区に来たことがあります。外国人が日本について勉強するには板橋がいいと外務省と東京都が推薦したからです。多くのお客さんを迎えるようになったので、丁寧にしかも心に残るおもてなしを心懸けていました。ある時、一人の研修生がペンシルバニアに帰ってから市長さんに報告したようです。石塚という区長さんがいて、毎日のように自分たちのところに来て、不便なことはありませんか、困ったことはありませんかと気遣ってくれて、親切にしてもらい、お陰様で楽しい日本滞在でしたと。その話を聞いた市長さんが感謝のしるしとして、ペンシルバニア州の鍵を送ってくれました。一生懸命にまごころでやったことが通じたと思い、嬉しかったです。
もう一つまごころでやってよかったと思ったことがあります。モンゴル出身の朝青龍関との関係です。朝青龍関は相撲の時は態度が悪いといろいろ批判もありましたが、本当は心が優しくてきめ細かな気持ちを持っていることが分かりました。奥さんはドイツ留学の経験もあるという方でした。都内のホテルでの結婚式には私も招待されました。指名を受けて鏡割りもさせていただきました。その時、心の仕事、まごころの仕事は大事であると改めて思いました。ご存じのとおり朝青龍関は7連覇しましたが、その祝賀会にもお招きいただきました。忙しい時ではありましたが、何とかやりくりして出席しました。過分な紹介をしてくれました。
国際交流だけでなく、どんな仕事も同じですけれども、まごころの仕事は大事であると思いました。ただの交流ではだめだということをしみじみと感じたところです。これは私の体験です。
◆区長時代の国際交流の実例
次に、区長時代、国際交流に関わったことで実際に体験したことを話します。板橋区は５つの海外都市と交流をしております。前任者の栗原区長時代から始めていますが、それぞれ交流には動機があります。
カナダのバーリントン市：最初はカナダのバーリントン市との交流です。私の前任者栗原区長が駐日カナダ大使館に行き、国際化時代への対応としてわが板橋区も国際交流を始めたいので、カナダのどこかの市と交流できる市を紹介してくれるよう依頼しました。バーリントン市が交流に積極的であることを知り、現地調査のために1988年4月、栗原区長がバーリントン市を訪問しました。続いて中沢寛区議会議長を団長とする板橋区調査団がバーリントン市を訪問しました。その訪問団に私も同行しました。それに対してバーリントン市のローリー・バード市長はじめ訪問団が板橋区を訪問しました。相互訪問が行われ、両都市の提携への機運が熟したところで、1989年5月12日、板橋区とバーリントン市の姉妹都市提携調印式がバーリントン市で行われました。バード市長は生涯で7回も板橋区を訪問しており、板橋区のことを熱心に勉強されていました。割り箸を使った後、割り箸の袋を持って帰ったそうです。コレクターなのですね。日本から持って帰ったものはすべて大事に保存していると奥様から聞きました。両市の交流に尽力されたバード市長は2004年に他界されました。板橋区はバード市長の功績に対して外国人初の板橋区政功労者として表彰しました。バーリントンの人たちは大変喜んでくれました。バーリントン市はカナダの首都トロント市から55キロメートル、ナイアガラ滝から72キロメートルにある人口約16万人の風光明媚な都市です。板橋区庁舎前の電気時計塔はバーリントン市から寄贈されたものです。大変高価な贈物です。
マレーシアのペナン州：次に、マレーシアのペナン州との交流ですが、1994年9月21日、板橋区とマレーシア・ペナン州立ペナン植物園が友好提携に関する共同声明に調印しました。板橋区立熱帯環境植物館開設に当たり、熱帯植物に関する情報交換を通じての交流を深めると共に、「より良い地球環境を後の世代に継承していく」という共通認識で協力し合うことを確認しています。ペナン州には日本庭園がありますが、日本庭園整備のために板橋区商店街連合会原田曠暉会長などの協力で立派なものになりました。
モンゴル国文部省：私が区長に就任して間もない1992年、モンゴル国において、紙不足が深刻であるという新聞報道がありました。板橋区には約4000の工場があり、そのうち、約1000工場は印刷出版関連工場です。工場で裁断された紙の残りは焼却されます。その紙を再利用しノートを作り、モンゴルの小学生に贈る運動を行いました。贈ったノートは大事に扱われ神棚のようなところに飾っているほど喜ばれました。日本では紙屑ですが、紙のない草原のモンゴル国では大事にされていることを知り、資源の大切さを改めて感じたところです。また、モンゴルでは教科書が不足しているので、小学生向けの教科書を贈り、辞書作りにも支援しました。また、学生たちのために奨学金も送りました。
これを契機にモンゴルとの交流が進展し、1996年10月、モンゴル国文部大臣ルハグバジャブ氏が板橋区を訪問し、板橋区とモンゴル国文部省間の文化・教育交流協定が締結されました。通常自治体の国際交流協定は、自治体相互間で結ばれますが、この協定は異例なものでした。
モンゴルといえば、相撲が連想されますが、交流の一環として、モンゴル国の相撲力士が板橋区民祭りでモンゴル相撲を披露しました。その時、16歳の朝青龍関もご家族で訪問されました。彼はその後、明徳義塾高等学校に学び相撲界に入り、大横綱として活躍されました。板橋区とはそれ以来の付き合いです。
モンゴルとの交流のきっかけは紙です。私の田舎の親戚に文房具屋をやっている人がいます。事情をテレビのニュースで知りノートと鉛筆を沢山送ってくれました。置く場所がなくなり、倉庫を借りるほどでしたが、それらを全部モンゴルの子供たちに送ってあげました。とっても喜ばれました。そのようなことで、2008年に日本とモンゴルの友好協力関係に貢献したということで私にエンフバジャル大統領から友好勲章が贈られました。私はとても幸せものです。
中国北京市石景山区：中国との交流は、当時の鈴木俊一東京都知事により中国北京市との交流が始まり、都の区市町村との交流を推進することになりました。1992年10月、中国訪問調査団が訪中以来、相互の行き来は頻繁に行われました。しかし、中国との交流については区民や議員の中で意見が分かれ遅れていました。ようやく1997年10月、板橋区と北京市石景山区人民政府間の友好交流・協力関係に関する合意書が調印されました。これは共同宣言の形式を採っています。私が訪問団の一員として最初に訪問した時は日本の戦後の時のような状態でした。今はオリンピックも開催し急成長を遂げています。中国の人たちは日本との交流に積極的でした。できれば早く和やかな雰囲気を作って交流を進め、中国と日本は仲良くすることが大変いいと思います。遠くの親戚より近くの他人と言いますから、もう少しいい付き合いができればと思っているところです。中国人はカラオケが好きですね。私も付き合わされて歌いました。とっても喜んでくれました。
舟渡水辺公園には友好都市提携記念にシダレヤナギが植樹されています。中国の人たちは縁起の良い木として喜んでくれています。見事な大木に成長しました。シダレヤナギのように日中関係も成長して欲しいです。人と人の付き合いがとても大事であると考えております。中国との交流もどんどん進めるべきであると思います。
イタリアのボローニヤ市：最後に、イタリアのボローニヤ市との交流です。板橋との関係は古く、区立美術館がイタリア・ボローニヤ市の協力をいただいて毎年国際絵本原画展を開催しておりますが、今年で33年目になります。よくここまで続いていると思います。私は美術館への協力のお礼を兼ねて、1992年4月、ボローニヤ市を訪問し、レンツオ・インベーニ市長と文化交流やその他の交流について約束しましたが、交流協定の締結には至りませんでした。私は、ボローニヤの国際絵本見本市を見学し、その規模の大きさや世界各国の絵本の素晴らしい魅力に圧倒されました。どうしても絵本見本市を板橋区でも開催したいと考え、ボローニヤ見本市協会総局長ルチアーノ・キッキ氏とブックフェア・プロジェクト・マネジャーのフランチェスカ・フェラーリさんに相談し、彼らの協力を得て板橋区でのブックフェアが実現しました。1993年から世界の絵本が板橋区に送られてきており、ブックフェアは国際絵本原画展と共に毎年開催されています。
さらに、私は区長在職中、世界の絵本の紹介に併せ、毎年贈られてくる絵本の中から英語とイタリア語の各1冊を選び翻訳応募制度を設けました。板橋区民はもちろん全国に広く公募しました。翻訳の優秀作品には「翻訳大賞」の賞状と副賞を贈呈しています。世界の絵本のことを板橋区民だけでなく、全国民に知っていただくために応募対象の制限を設けませんでした。すると応募者は600人を超えました。審査が大変でした。応募者の増加に伴い中学生の入賞は厳しくなったので、区内の中学生にも意欲を持たせ励ましの機会を与える趣旨で、板橋区の中学生を対象とする部門を新設し、優秀者への賞状と副賞を贈ることにしました。板橋区は何で他の住民のためにやっているのかという意見も多々あります。子供たちが勉強するのに国境はないので、大目に見て下さいと言っているところです。
ボローニヤ国際見本市協会から贈られてきた絵本は2万冊を超えました。これを契機に、2004年9月、「いたばし・ボローニヤ子ども絵本館」を本町の旧板橋第三小学校（ボランティア・NPOホール）内に開館しました。
2005年7月7日、永年の懸案であった板橋区とイタリア・ボローニヤ市との「文化・教育の交流に関する友好都市交流協定」が調印されました。
◆韓国との交流
韓国とは近いのでもっと交流をすべきであると思います。ママさんバレーがありますね。韓国のママさんバレー関係者から板橋区と交流をやりましょうという申し込みがありました。やはり国際交流は人ですね。都議会議員を務めた田中熊吉さんからママさんバレーの交流をしてはどうかという提案がありましたが、田中さんが亡くなり、そのままになっています。やれることはやるべきであると思います。韓国との交流はこれからの課題であると思います。
脱線したり、端折ったりしてまとまらない話となりましたが、予定時間が過ぎましたので、これで終わりにし、質問をしていただければ、お答えします。
◆質疑応答
（質　問）松島道昌（板橋区議会議員）です。地方自治体としては地方自治法に入っていない課題が国際交流でありますが、財政の厳しい状況の中でも国際交流はやっていくべきでしょうか。
（石塚氏）板橋区だけでなく、どこの自治体でも財政事情は厳しいと思います。財政の工夫により国際交流はやるべきであると思います。金がない時こそ知恵を絞ってやるべきであると思います。やり方があると思います。区の財政事情もわかりますが、区民レベルの交流も研究してください。
（質　問）前田惣遠です。板橋区は今までカナダ、マレーシア、モンゴル、中
国、イタリアとの交流協定を締結し、初めのころは、区民も代表団に参加した形で活発な交流がありましたが、最近は途切れているように見えます。区議会でも計画があると思いますが、区民の立場からすれば、区民参加の訪問団を構成して区民レベルの交流を活性化させる必要があるのではないかと思います。市民参加型国際交流をご検討いただければと思います。
（石塚氏）今日は、区議会議長も出席されていますので、検討してみる価値はあると思います。財政が厳しい時こそ知恵を絞ってやるべきです。区民のために行うのか、区民によって行うのかは違うと思います。区民が望んでいる時は自然に水が流れる如くやるべきだと思います。
（司会者）石井議長様に、ひとこと感想をお願いします。
（石井議長）板橋区議会議長の石井勉です。今日は、私の大尊敬する前区長の　
　　　　　石塚区長さんが講演すると言うので近所でもあり喜んで来ました。
お話を聞かせていただき、大変参考になりました。やはり前区長さ
んは人間の心、真心をしっかり認識して国際交流をしておられたと　感心しました。今日お話を伺って、前区長さんが残した立派な業績を改めて感じたところです。私もバーリントンを訪問して、板橋の橋や桜の木など見まして改めてご苦労があったと思いました。桜の木は樹齢25年となり、立派に育って友好のシンボルとなっていました。ペナンの板橋公園も素晴らしい公園でした。まさに先を見据えて行った国際交流であったと感じました。前区長さんの実績を踏まえて、板橋区における国際交流が一層活発に行われるよう議会としても協力を惜しまないつもりです。
◆まとめ
（司会者）
今回の講演で、まず感心したのは、原稿なしに数字がポンポン出てきますので、大変な記憶力であると思いました。国際交流は政府レベルでもやらなければなりませんが、草の根の地方自治体でやることが重要です。愛情を持って、まごころでおやりになって実績を積み上げてきたことは、板橋区にとっては大変な功績であると思います。国際交流とはこういうことであるという見本を示されました。
　今日はとってもいいお話を聞かせていただきました。幸いに、石井区議会議長が区議会としても石塚前区長の残した実績を継承していくという決意を表明されましたのでこれからさらなる発展を期待したいです。
　今日は石井議長をはじめ区議の方々、区役所の職員の皆さん、板橋区内の国際交流に熱心な有志の方々が出席され、貴重なお話に共有できたと考えております。NPO法人東アジア政経アカデミーがこのような場を提供できたことを嬉しく思っている次第です。
　板橋区における国際交流をさらに発展させるためには、NPO法人も民間も議員の皆さんも、行政側も協力し合い、知恵をしぼれば、多方面にわたる国際交流ができると考えております。
　本日は有難うございました。
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